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京都市立病院紀要 42 巻をお届けいたします．本 42 巻には院内合同研究発表会（第 18 回 1 編，第 19

回 9 編）と，第 32 回と第 33 回の地域医療フォーラムの内容，そして診療科から 3編の症例報告が掲載

されています．いずれも力作揃いですが，フォーラムはテープ起こし原稿をまとめた内容になっていま

すので，参加されなかった方には現場の臨場感も伝わりますのでぜひご一読ください．

最近の国内外を見渡しますと落ち着かない状況が続いています．新型コロナウイルス感染症のパンデ

ミックが始まって3年が経過しました．当時，100年前に全世界を席巻し，2年の経過で収束したスペイ

ン風邪と比較され，2年も続くのかと思っていましたが，とんでもない事に，3年経過した現在もまだ終

息したとは言えない状況にあります．国は 5月のゴールデンウィークあけに感染症法上の分類を 2類相

当から 5類に変更すると明言していますが，5類にしたからといって新型コロナウイルスの感染力が変

わるわけではないので，少なくとも医療機関においてはしっかりとした対策の継続が必要です．

また国外では，2022 年 2月から始まったロシアのウクライナ侵攻がすでに 1年を経過しても終息の見

込みはなく泥沼化しています．今回のロシアのウクライナ侵攻は，プーチンという独裁者の暴走としか

思えません．聞くところによると，ウクライナ国内で抑圧されている人々を開放するために行っている

と公言しているようですが，荒唐無稽な話に聞こえます．現実にウクライナの罪のない多くの住民が，ロ

シアの攻撃によって命を落としている現実は，いかに正当化しようとも許されるものではありません．

このような不安定な情勢の中で，国内の医療体制に目を向けますと，ここ数年来，医師をはじめとす

る労働者の働き方改革の必要性が叫ばれています．2035年度中には全ての勤務医の時間外労働時間を年

間960�時間以内にするという目標に向けて，いよいよ2024年度から，医師の時間外労働の上限規制が始

まります．今まで，労働基準監督署から業務と判断されていた夜間の救急診療が，当直と認めてもらえ

るケースも増えていますが，帳尻合わせの働き方改革ではなく，本当の意味での働き方改革を進めてい

かなければなりません．取り組みの一つとして当院でも，2024 年度を見据えたこの 1年，看護師の特定

行為研修を始めに，いろいろな部門でのタスクシフト・タスクシェアを進めていく必要があります．そ

のためにはますます職種間の連携，協働が重要になりますが，全職員がそれぞれ高い意識を持って積極

的に取り組んでいただける事を期待しています．また，その成果について公表する機会としても本紀要

を利用していただければと思っています．

最後になりましたが，本紀要42巻の執筆，校正，編集に携わっていただいた皆さんに深謝いたします．

令和 5年 3月

京都市立病院機構京都市立病院

　　　院長　　黒　田　啓　史

巻　　頭　　言


